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第2章 第一種事業の目的及び内容 

2-1 第一種事業の目的 
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2-2 第一種事業の内容 

2-2-1 第一種事業の名称 

2-2-2 第一種事業の実施が想定される区域及びその面積 

2-2-3 第一種事業に係る電気工作物その他の設備に係る事項 

2-2-4 第一種事業により設置される発電所の原動力の種類 

2-2-5 第一種事業により設置される発電所の出力 

2-2-6 第一種事業により設置される発電所の設備の配置計画の概要 

2-2-7 第一種事業に係る工事の実施に係る期間及び工事計画の概要 
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図 2-2-1 事業実施想定区域の位置 

事業実施
想定区域 
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図 2-2-2 事業実施想定区域の位置（空中写真） 
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図 2-2-3 風力発電機の概略図 
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図 2-2-4 発電所の設備の配置計画 
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2-2-8 その他の事項 

【本事業の理念】 

・自然エネルギーのビジネスを通じて、地域社会へ貢献する。 

・自然と調和し、地域に住む人々が安心して暮らせる理想の地域づくりに貢献する。 

 

（1） 事業実施想定区域の設定根拠 

1.風況の机上検討（図 2-2-6、図 2-2-7参照） 

NEDOの局所風況マップにより、中泊町東部の山地一帯が年平均風速で 7.0m/s以上（地上

高 70m）の風速が得られると想定される地域であることを確認した。 

 

2.社会インフラ整備状況の確認（図 2-2-8参照） 

エリア周辺には機材の輸送等に利用可能な既存道路があることを確認した。なお、エリア

周辺には複数の林道が存在し、既存林道を活用することで道路新設による改変面積の縮減

が可能である。 

 

3.住居等の保全対象施設を除外（図 2-2-8参照） 

平野部と山地の境界付近にはいくつかの地区があり、市街地等の住居が集まる範囲を除

外した。 

 

4.自然環境法令等の規制区域への配慮（図 2-2-9、図 2-2-10参照） 

資料整理により、エリア周辺には、鳥獣保護区、保安林、自然公園地域、自然保全地域等

があることを確認し、検討対象エリアの絞り込みを行った。 

 

5.事業実施想定区域の設定 

以上の検討結果より、事業実施想定区域を設定した。 

図 2-2-5 事業実施想定区域の設定フロー 



2-8(9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-6 NEDO局所風況マップ（地上高 70m） 
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出典：NEDO「局所風況マップ」（閲覧日：2025 年 12 月） 

図 2-2-7 風配図（地上高 70m） 
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図 2-2-8 社会インフラ整備状況 

 

※図中の線路は 2027年 4月 1日に 

廃止予定となっている。 
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図 2-2-9 重要な自然環境のまとまり 
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図 2-2-10 環境保全上留意が必要な場所 
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（2） 複数案を設定しない理由 
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（3） 近隣の風力発電事業との位置関係 

表 2-2-1 周辺の風力発電事業の状況 

No 区分 事業名称 事業者 事業場所 事業規模 

①  

稼働中 

中里風力発電所 中里風力合同会社 中泊町 
出力：36,000kW 

(3,600kW×13 基) 

②  
ミラースウィンドパ

ワー青森中泊発電所 

MIRARTH エナジーソ

リューションズ株

式会社 

中泊町 
出力：4,840kW 
(3,600kW×2 基) 

③  十三湖風力発電所 
津軽風力発電株式会
社 

五所川原市、中泊町 
出力：34,500kW 
(2,300kW×15 基) 

④  市浦風力発電所 
くろしお風力発電株
式会社 

五所川原市 
出力：15,440kW 
(1,930kW×8 基) 

⑤  
ウィンドファーム 
つがる 

グリーンパワーつが
る合同会社 

つがる市 
出力：121,600kW 
(3,200kW×38 基) 

⑥  準備書段階 
津軽洋上風力発電事
業 

つがるオフショアエ
ナジー合同会社 

つがる市、西津軽郡
鰺ヶ沢町の沿岸及び
沖合 

出力：最大 615,000kW 
(15,000kW 級×41 基) 

⑦  

方法書段階 

今別町山崎牧場風力
発電所 

今別風力開発株式会
社  

今別町 
出力：最大 64,500kW 
(4,300kW 級×最大 15
基) 

⑧  
今別ウィンドファー
ム事業 

今別ウィンドファー
ム合同会社 

今別町 
出力：最大 46,200kW 
(4,200kW 級×11 基) 

⑨  
つがる西洋上風力発
電事業 

日本風力開発株式会
社 

北津軽郡中泊町、五
所川原市、つがる市
及び西津軽郡鰺ヶ沢
町の沿岸域及び沖合 

出力： 
最大 1,000,000 kW 
(8,000kW級×最大 125
基もしくは 4,000kW級
×最大 250 基） 

⑩  
青森西北沖洋上風力
発電事業 

青森西北沖洋上風力
合同会社 

北津軽郡中泊町、五
所川原市、つがる市
及び西津軽郡鰺ヶ沢
町の沿岸域及び沖合 

出力：最大 500,000kW 
(4,000～9,500kW 程度 
最大 125 基(単機出力
4,000kW の場合)) 

⑪  
鯵ヶ沢洋上風力発電
事業 

青森西津軽洋上風力
発電合同会社 

西津軽郡鰺ヶ沢町前
面海域及びその周辺 

出力：最大 800,000kW 

⑫  市浦Ⅱ風力発電事業 ＨＳＥ株式会社 五所川原市 

出力：最大 68,160kW 
(現在稼働中の市浦風力発電

所の 8 基の建て替えを含

め、最大 16 基を予定) 

⑬  配慮書段階 
五所川原市浦・中泊
ウィンドファーム 
事業 

コスモエコパワー株式
会社 

青森県五所川原市及
び中泊町周辺 

出力：最大 150,000kW 
(4,000～5,000kW 程度 
最大 35 基) 

出典：環境省ホームページ「環境影響評価情報支援ネットワーク」(閲覧日：2026 年 3月) 

青森県ホームページ「アセス新着情報」(閲覧日：2026 年 3 月) 
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図 2-2-11 周辺の風力発電事業の状況 


